
(57)【要約】

【課題】部品の共通化を行うことで製造時のコストダウ

ンを有効に行う。

【解決手段】支持部材５０を、遊技盤の構成に関係なく

共通に用いられる基部５１と、遊技盤の構成よって変更

される交換部５２，５３とから構成する。支持部材５０

の組み立て時には、遊技盤の盤面構成に合致する交換部

５２，５３を基部５１に組み付けた後に、遊技盤に組み

付ける。なお、支持部材５０を再利用する場合には、支

持部材５０を基部５１と交換部５２とに分解し、基部５

１が再利用できるものであれば、遊技盤の盤面構成に合

わせた交換部を基部５１に組み付ける。

【選択図】　　　　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
遊 技 媒 体 を 受 け 入 れ る 開 口 を 有 す る 構 造 物 を 取 り 付 け る 貫 通 孔 を 有 す る 遊 技 盤 と 、 制 御 装
置 を 実 装 す る 支 持 部 材 と を 備 え 、
前 記 支 持 部 材 を 、
前 記 制 御 装 置 を 保 持 す る 基 部 と 、
前 記 構 造 物 、 又 は 貫 通 孔 の 少 な く と も い ず れ か の 位 置 に 応 じ て 設 け ら れ 、 前 記 開 口 に て 受
け 入 れ た 遊 技 媒 体 を 流 動 さ せ る 通 路 を 有 す る 部 材 と 、 照 明 装 置 と を 備 え た 交 換 部 と 、
か ら 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 弾 球 遊 技 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 通 路 を 有 す る 部 材 は 、 前 記 照 明 装 置 に 基 づ く 光 を 反 射 さ せ る 反 射 面 を 備 え て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 弾 球 遊 技 機 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 構 造 物 は 、 前 記 照 明 装 置 に 基 づ く 光 を 前 記 貫 通 孔 を 介 し て 透 光 さ せ る 装 飾 部 を 備 え て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 弾 球 遊 技 機 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 遊 技 盤 と 、 前 記 支 持 部 材 と は 着 脱 自 在 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か
記 載 の 弾 球 遊 技 機 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 遊 技 盤 に は 、 前 記 遊 技 盤 面 を 遊 技 領 域 と し て 区 画 す る 枠 部 と 、 遊 技 媒 体 を 遊 技 領 域 へ
と 案 内 す る 案 内 通 路 と が 一 体 に 設 け ら れ た 遊 技 領 域 区 画 部 材 が 着 脱 自 在 に 組 み 付 け ら れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 弾 球 遊 技 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 パ チ ン コ 店 等 の 遊 技 場 に 設 置 し て 使 用 さ れ る パ チ ン コ 機 等 の 弾 球 遊 技 機 に 関 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
遊 技 場 に 設 置 さ れ る 遊 技 機 の 一 つ と し て パ チ ン コ 機 を 含 む 弾 球 遊 技 機 が 挙 げ ら れ る 。 こ の
パ チ ン コ 機 に は 遊 技 球 等 の 遊 技 媒 体 が 打 ち 出 さ れ る 遊 技 領 域 が 設 け ら れ た 遊 技 盤 が 本 体 基
部 に 組 み 付 け ら れ 、 そ の 遊 技 盤 の 前 面 を 窓 部 を 有 す る 開 閉 自 在 な 前 面 扉 に よ り 被 覆 さ れ る
構 成 と な っ て い る 。 遊 技 盤 面 に は 、 遊 技 領 域 を 規 定 又 は 遊 技 球 を 誘 導 す る た め の レ ー ル が
取 り 付 け ら れ る と と も に 、 遊 技 領 域 内 に は 障 害 釘 や 風 車 等 の 他 に 、 電 動 チ ュ ー リ ッ プ や 入
賞 チ ャ ッ カ 、 ア タ ッ カ 等 の 入 賞 装 置 が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 遊 技 領 域 に 対 し て 反 対 側 と な る 遊 技 盤 の 後 面 に は 、 入 賞 チ ャ ッ カ や ア タ ッ カ 等
の 入 賞 口 に 入 っ た 遊 技 球 を 、 所 定 の 受 け 部 へ と ガ イ ド す る 誘 導 リ ブ 等 の 誘 導 部 材 が 設 け ら
れ た 支 持 部 材 が 組 み 付 け ら れ る 。 な お 、 こ の 支 持 部 材 に は 、 パ チ ン コ 機 を 制 御 す る た め の
主 制 御 回 路 基 板 （ 装 置 ） 、 ラ ン プ 制 御 回 路 基 板 （ 装 置 ） 及 び 音 声 制 御 回 路 基 板 （ 装 置 ） 等
の 制 御 回 路 基 板 （ 制 御 装 置 ） の 他 に 、 例 え ば 図 柄 等 の 識 別 情 報 を 変 動 表 示 さ せ た 後 に 停 止
表 示 す る た め の 図 柄 表 示 装 置 等 が 組 み 付 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 遊 技 盤 を 取 り 外 し た 場 合
に は 、 上 記 支 持 部 材 を 同 時 に 本 体 基 部 か ら 取 り 外 す こ と が で き る の で 、 組 み 付 け の 際 の 作
業 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 遊 技 機 は 、 機 種 毎 に 異 な る 遊 技 領 域 を 構 成 す る 遊 技 盤 又 は 多 様 な 遊 技
制 御 等 に 応 じ た 入 賞 装 置 が 配 設 さ れ る 構 成 と な る こ と か ら 専 用 の 支 持 部 材 を 製 造 す る よ う
に な っ て お り 、 例 え ば 前 記 誘 導 部 材 や 制 御 回 路 基 板 等 の 配 置 が 異 な る 場 合 に は 新 し い 機 種
に 対 応 す る 形 状 と な る 支 持 部 材 を 製 造 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 遊 技 盤 に 組 み 付 け ら れ
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る 支 持 部 材 の 所 定 部 分 の 形 状 変 更 に 関 係 な く 使 用 で き る 部 分 、 所 謂 共 通 化 で き る 部 分 を も
含 め て 新 し く 製 造 す る た め 、 共 通 化 を 効 率 的 に 行 う こ と が で き な い 無 駄 が 生 じ る と い う 他
に 、 パ チ ン コ 機 の 製 造 時 に か か る 費 用 を 効 率 的 に 抑 制 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ
る 。 ま た 、 遊 技 盤 に よ っ て は 遊 技 状 態 に よ っ て 発 光 す る Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 発 光 素 子 を 備 え た 回 路
基 板 が 組 み 付 け ら れ て い る 場 合 が 有 り 、 組 付 け 作 業 時 の 作 業 工 程 が 多 く 複 雑 に な る と い う
問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 遊 技 盤 の 構 成 に 依 存 し な い 共 通 部 分 と 、 遊 技 盤 の 構 成 に 依 存 す る 部 分 と に 分 割
す る と と も に 、 遊 技 盤 の 構 成 に 依 存 す る 部 分 を 一 体 化 す る こ と で 、 製 造 時 の 作 業 を 容 易 に
す る こ と が で き る よ う に し た 弾 球 遊 技 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 弾 球 遊 技 機 は 、 遊 技 媒 体 を 受 け 入 れ る 開 口 を 有 す る
構 造 物 を 取 り 付 け る 貫 通 孔 を 有 す る 遊 技 盤 と 、 制 御 装 置 を 実 装 す る 支 持 部 材 と を 備 え 、 前
記 支 持 部 材 を 、 前 記 制 御 装 置 を 保 持 す る 基 部 と 、 前 記 構 造 物 、 又 は 貫 通 孔 の 少 な く と も い
ず れ か の 位 置 に 応 じ て 設 け ら れ 、 前 記 開 口 に て 受 け 入 れ た 遊 技 媒 体 を 流 動 さ せ る 通 路 を 有
す る 部 材 と 、 照 明 装 置 と を 備 え た 交 換 部 と 、 か ら 構 成 し た も の で あ る 。 な お 、 開 口 を 有 す
る 構 造 物 と は 、 発 射 装 置 に て 打 ち 出 さ れ た 遊 技 媒 体 を 受 け 入 れ る 入 賞 口 等 が 挙 げ ら れ る 。
ま た 、 制 御 装 置 と は 、 遊 技 の 際 に 作 動 す る 装 置 の 作 動 制 御 を 行 う た め の 主 制 御 回 路 装 置 や
、 制 御 回 路 装 置 の 処 理 に 基 づ い て 作 動 を 行 う 識 別 情 報 の 変 動 表 示 及 び 停 止 表 示 を 行 う た め
の 図 柄 表 示 装 置 、 ラ ン プ 装 置 、 音 声 装 置 等 の 副 制 御 回 路 装 置 を 含 む も の と す る 。 ま た 、 遊
技 媒 体 を 流 動 さ せ る 通 路 と は 、 入 賞 口 に て 受 け 入 れ た 遊 技 媒 体 を 所 定 の 受 け 部 へ と 誘 導 す
る 球 通 路 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 前 記 通 路 を 有 す る 部 材 は 、 前 記 照 明 装 置 に 基 づ く 光 を 反 射 さ せ る 反 射 面 を 備 え て い
る こ と が 好 ま し い 。 前 記 構 造 物 は 、 前 記 照 明 装 置 に 基 づ く 光 を 前 記 貫 通 孔 を 介 し て 透 光 さ
せ る 装 飾 部 を 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 遊 技 盤 と 、 前 記 支 持 部 材 と は 着 脱 自
在 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 遊 技 盤 に は 、 前 記 遊 技 盤 面 を 遊 技 領 域 と し て 区 画 す
る 枠 部 と 、 遊 技 媒 体 を 遊 技 領 域 へ と 案 内 す る 案 内 通 路 と が 一 体 に 設 け ら れ た 遊 技 領 域 区 画
部 材 が 着 脱 自 在 に 組 み 付 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 パ チ ン コ 機 ２ を 構 成 す る 本 体 基 部 ３ に は 、 前 面 扉 ４ が 側 方 に
設 け ら れ た ヒ ン ジ 部 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 開 閉 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 前 面 扉 ４ の 中
央 に は 開 口 ４ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 開 口 ４ ａ は 前 面 扉 ４ の 裏 側 に 取 り 付 け ら れ る ガ ラ
ス 板 ７ 等 の 透 光 性 を 有 す る 部 材 に よ り 遮 蔽 さ れ て い る 。 前 面 扉 ４ の 下 方 に は 、 遊 技 球 ８ ３
（ 図 １ ０ 参 照 ） を 発 射 装 置 ８ へ と 供 給 す る 供 給 皿 ９ 及 び 遊 技 球 ８ ３ を 発 射 装 置 ８ に て 打 ち
出 さ せ る と と も に 、 そ の 打 ち 出 し 強 さ を 調 節 す る 操 作 ハ ン ド ル １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 遊
技 者 が 供 給 皿 ９ に 遊 技 球 ８ ３ を 投 入 （ 貯 留 ） す る と 、 皿 内 部 に 設 け ら れ た 通 路 に よ り 遊 技
球 ８ ３ は 発 射 装 置 ８ へ と 誘 導 さ れ る 。 そ し て 、 操 作 ハ ン ド ル １ ０ を 操 作 し て 遊 技 盤 上 に 遊
技 球 ８ ３ を 打 ち 出 す 。 な お 、 前 面 扉 ４ が 閉 じ て い る 場 合 に は 、 遊 技 者 や 遊 技 場 の 作 業 者 等
は 、 前 面 扉 ４ の 裏 側 に 取 り 付 け ら れ た ガ ラ ス 板 ７ を 介 し て 遊 技 盤 １ ５ の 遊 技 領 域 １ ５ ａ 、
及 び 遊 技 領 域 １ ５ ａ 上 を 流 下 し て い く 遊 技 球 ８ ３ を 視 認 す る 。 な お 、 遊 技 盤 １ ５ は 、 後 述
す る 支 持 部 材 ５ ０ と 一 体 化 さ れ る 遊 技 盤 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 構 成 す る 部 材 で あ り 、 こ の 遊 技 盤
ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 本 体 基 部 ３ の 組 付 け 空 間 部 ３ ａ に 着 脱 自 在 に 組 み 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 遊 技 盤 １ ５ の 盤 面 に は 、 打 ち 出 し た 遊 技 球 ８ ３ を 躍 ら せ る ス テ ー ジ を
備 え た セ ン タ ー 役 物 ２ ５ が 配 設 さ れ る 他 に 、 始 動 入 賞 口 ２ ６ 、 通 常 入 賞 口 ２ ７ ～ ３ ０ 、 ア
タ ッ カ ３ １ 等 の 遊 技 球 ８ ３ を 受 け 入 れ て 入 賞 状 態 と す る 入 賞 口 が 配 設 さ れ る 。 遊 技 盤 １ ５
の 盤 面 に は 、 こ の 他 に 、 障 害 釘 や 風 車 等 が 組 み 付 け ら れ る 。 な お 、 こ れ ら 構 造 物 は 周 知 で

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-34232 A 2005.2.10



あ る た め 、 こ こ で は そ の 詳 細 を 省 略 す る 。 な お 、 こ れ ら 構 造 物 の 外 周 に は 、 打 ち 出 さ れ た
遊 技 球 を 案 内 す る 案 内 レ ー ル ３ ２ と 、 ガ イ ド レ ー ル ３ ３ が 配 設 さ れ 、 案 内 レ ー ル ３ ２ と ガ
イ ド レ ー ル ３ ３ に よ っ て 区 画 さ れ た 内 側 の 領 域 が 遊 技 領 域 １ ５ ａ と な る 。 な お 、 遊 技 の 際
に は 、 遊 技 領 域 １ ５ ａ の 上 方 か ら 案 内 レ ー ル ３ ２ に よ っ て 案 内 さ れ た 遊 技 球 ８ ３ が 流 下 し
、 始 動 入 賞 口 ２ ６ 、 通 常 入 賞 口 ２ ７ ～ ３ ０ 或 い は ア タ ッ カ ３ １ に 入 賞 す る か 、 こ れ ら に 入
賞 せ ず に 流 下 し て ア ウ ト 口 ３ ４ か ら 回 収 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
遊 技 盤 １ ５ の 盤 面 に は 、 ２ つ の 装 飾 部 材 （ 開 口 を 有 す る 構 造 物 ） ３ ５ ， ３ ６ が 、 そ れ ぞ れ
が 左 右 対 称 と な る よ う に 組 み 付 け ら れ る 。 な お 、 こ れ ら 装 飾 部 材 ３ ５ ， ３ ６ は 、 開 口 （ 貫
通 孔 ） １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ を 遮 蔽 す る よ う に 組 み 付 け ら れ る 。 こ れ ら 装 飾 部 材 ３ ５ ， ３ ６ は 、
ア ク リ ル 樹 脂 等 か ら 形 成 さ れ て い る 。 装 飾 部 材 の 構 成 は 左 右 対 称 で あ る が 、 機 能 が 同 一 で
あ る た め 、 装 飾 部 材 ３ ５ に つ い て の み 説 明 す る 。 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 装 飾 部 材 ３
５ は 、 ２ つ の 通 常 入 賞 口 形 成 部 ４ ０ ， ４ １ と 、 装 飾 部 ４ ２ と か ら 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
通 常 入 賞 口 形 成 部 ４ ０ ， ４ １ は 、 着 色 が 施 さ れ て お り 、 装 飾 部 ４ ２ に 対 し て 突 出 す る よ う
に 設 け ら れ る 。 ま た 、 こ の 通 常 入 賞 口 形 成 部 ４ ０ ， ４ １ の 形 状 は 、 上 部 面 側 と 後 部 面 側 と
が 開 口 し た 箱 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 装 飾 部 材 ３ ５ を 遊 技 盤 １ ５ の 開 口 １ ５ ｂ に 組 み
付 け る と 、 通 常 入 賞 口 形 成 部 ４ ０ ， ４ １ の 上 部 面 と 、 遊 技 盤 １ ５ の 盤 面 と で 囲 ま れ た 領 域
が 通 常 入 賞 口 ２ ７ ， ２ ８ と な る 。 ま た 、 通 常 入 賞 口 形 成 部 ４ ０ ， ４ １ の 後 部 面 側 の 空 間 部
が 、 通 常 入 賞 口 ２ ７ ， ２ ８ に 受 け 入 れ ら れ た 遊 技 球 ８ ３ の 通 路 と な る 。 こ の 通 常 入 賞 口 形
成 部 ４ ０ ， ４ １ の 後 面 に は 、 略 Ｕ 字 形 状 の 受 け 部 ４ ３ ， ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 受 け
部 ４ ３ ， ４ ４ は 、 通 常 入 賞 口 ２ ７ ， ２ ８ へ と 入 賞 し た 遊 技 球 ８ ３ を 、 後 述 す る 球 通 路 ７ ４
， ７ ５ に 向 け て 流 動 さ せ る た め に 設 け ら れ る 。 な お 、 通 常 入 賞 口 ２ ７ ， ２ ８ に 連 な っ て 形
成 さ れ る 通 路 は 略 Ｌ 字 状 に な る 。 な お 、 こ の 受 け 部 ４ ３ ， ４ ４ の 上 方 に は 例 え ば 磁 気 セ ン
サ 等 の 検 出 セ ン サ ４ ５ ， ４ ６ が 取 り 付 け ら れ 、 通 常 入 賞 口 １ ６ ， １ ７ に 入 賞 し た 遊 技 球 ８
３ を 検 出 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
装 飾 部 ４ ２ は 、 透 光 性 を 有 す る 着 色 、 又 は 無 色 か ら 形 成 さ れ る 。 こ の 装 飾 部 ４ ２ の 後 面 （
開 口 １ ５ ｂ 側 の 面 ） は 、 詳 細 は 図 示 し な い が 、 断 面 が 鋸 歯 状 に 形 成 さ れ た 拡 散 面 ４ ７ （ 図
５ 中 ハ ッ チ ン グ で 示 す 領 域 ） が 設 け ら れ る 。 こ の 拡 散 面 ４ ７ は 、 後 述 す る Ｌ Ｅ Ｄ ６ ５ か ら
の 照 射 光 を 拡 散 す る こ と で 、 装 飾 部 ４ ２ を 明 る く 発 光 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ６ に 示 す よ う に 、 遊 技 盤 １ ５ の 盤 面 と は 反 対 側 の 面 に は 、 支 持 部 材 ５ ０ が 該 面 に 対 し 着
脱 自 在 に 組 み 付 け ら れ る 。 こ の 支 持 部 材 ５ ０ は 、 複 数 の 部 材 か ら 構 成 さ れ る 。 こ の 支 持 部
材 ５ ０ は 、 遊 技 盤 １ ５ の 構 成 に 関 与 し な い 所 謂 共 通 に 使 用 さ れ る 基 部 ５ １ と 、 遊 技 盤 １ ５
の 構 成 に よ っ て 変 更 さ れ る 交 換 部 ５ ２ ， ５ ３ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 基 部 ５ １ は 、 そ の ほ ぼ 中 央 に 開 口 ５ ４ を 備 え た 形 状 を 有 し て い る 。 こ
の 基 部 ５ １ の 後 面 に は 、 主 制 御 回 路 基 板 （ 装 置 ） ６ ０ 、 音 声 制 御 回 路 基 板 （ 装 置 ） ６ １ 、
ラ ン プ 制 御 回 路 基 板 （ 装 置 ） ６ ２ 等 の 制 御 装 置 の 他 に 、 図 柄 表 示 装 置 ６ ３ が 着 脱 自 在 に 組
み 付 け ら れ る 。 な お 、 こ れ ら 基 板 や 装 置 は 、 収 納 ケ ー ス に 収 納 さ れ た 状 態 で 、 基 部 ５ １ に
組 み 付 け ら れ る 。 こ の 基 部 ５ １ に 設 け ら れ る 開 口 ５ ４ の 下 部 に は 、 複 数 の リ ブ ５ ５ ～ ５ ７
が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 リ ブ ５ ５ と リ ブ ５ ７ と の 間 に 形 成 さ れ る 隙 間 、 リ ブ ５ ６ と リ ブ
５ ７ と の 間 に 形 成 さ れ る 隙 間 ５ ８ が 、 始 動 入 賞 口 ２ ６ に 入 賞 し た 遊 技 球 ８ ３ を パ チ ン コ 機
２ の 内 部 へ と 回 収 す る た め に 導 く 誘 導 通 路 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
交 換 部 ５ ２ ， ５ ３ は 、 上 述 し た よ う に 、 遊 技 盤 １ ５ の 構 成 に よ っ て 変 更 さ れ る 部 材 で あ り
、 基 部 ５ １ の 前 面 に ビ ス ６ ４ 等 に よ り 組 み 付 け ら れ る 。 こ の 交 換 部 ５ ２ は 、 ブ ラ ケ ッ ト ６
５ と 、 Ｌ Ｅ Ｄ （ Ｌ ｉ ｇ ｈ ｔ 　 ｅ ｍ ｉ ｔ ｔ ｉ ｎ ｇ 　 ｄ ｉ ｏ ｄ ｅ ） 回 路 装 置 （ 照 明 装 置 ） ６ ６
か ら 構 成 さ れ る 。 な お 、 Ｌ Ｅ Ｄ 回 路 装 置 ６ ６ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ６ ７ と 、 回 路 基 板 ６ ８ と か ら 構 成
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さ れ 、 ラ ン プ 制 御 回 路 基 板 ６ ２ に よ っ て 、 Ｌ Ｅ Ｄ ６ ７ の 発 光 制 御 が 行 わ れ る 。 同 様 に 、 交
換 部 ５ ３ は 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ ９ と Ｌ Ｅ Ｄ 回 路 装 置 ７ ０ か ら 構 成 さ れ る 。 な お 、 Ｌ Ｅ Ｄ 回 路 装
置 ７ ０ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ７ １ と 、 回 路 基 板 ７ ２ と か ら 構 成 さ れ 、 ラ ン プ 制 御 回 路 基 板 ６ ２ に よ っ
て 、 Ｌ Ｅ Ｄ ７ １ の 発 光 制 御 が 行 わ れ る 。 こ れ ら Ｌ Ｅ Ｄ ６ ７ ， ７ １ は 、 入 賞 口 に 入 賞 し た と
き 、 大 当 た り 状 態 と な る と き 、 又 は リ ー チ 状 態 と な る 場 合 等 所 定 入 賞 条 件 達 成 等 の 遊 技 状
態 に 応 じ て 発 光 さ れ る も の と す る 。 な お 、 こ れ ら 回 路 基 板 ６ ８ ， ７ ２ の 表 面 は 、 例 え ば レ
ジ ス ト 膜 等 の メ ッ キ 加 工 が 施 さ れ て お り 、 Ｌ Ｅ Ｄ ６ ７ ， ７ １ か ら の 光 を 反 射 さ せ や す く な
っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ブ ラ ケ ッ ト ６ ５ 及 び ブ ラ ケ ッ ト ６ ９ は 、 左 右 対 称 に 形 成 さ れ て お り 、 機 能 が 同 一 で あ る こ
と か ら 、 以 下 で は 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ ５ に つ い て の み 説 明 す る 。 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、
ブ ラ ケ ッ ト ６ ５ の 前 面 に は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 回 路 装 置 ６ ６ を 組 み 付 け る 組 付 け 部 ６ ５ ａ が 設 け ら れ
て い る 。 こ の 組 付 け 部 ６ ５ ａ の 外 周 縁 を 囲 む よ う に リ ブ ６ ５ ｂ ～ ６ ５ ｄ が 設 け ら れ る 。 な
お 、 こ れ ら リ ブ ６ ５ ｂ ～ ６ ５ ｄ は 、 支 持 部 材 ５ ０ の 遊 技 盤 １ ５ へ の 組 付 け 時 に お い て 、 遊
技 盤 １ ５ に 設 け ら れ た 開 口 １ ５ ｂ に 挿 入 さ れ る 。 な お 、 こ れ ら リ ブ の ６ ５ ｂ ～ ６ ５ ｄ の 内
壁 面 Ａ ～ Ｃ は 、 例 え ば レ ジ ス ト 膜 等 の メ ッ キ 加 工 が 施 さ れ 、 Ｌ Ｅ Ｄ ６ ７ の 発 光 時 に は 、 Ｌ
Ｅ Ｄ ６ ７ か ら 照 射 さ れ た 光 を 前 方 に 向 け て 反 射 さ せ る 反 射 面 と し て の 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 組 付 け 部 ６ ５ ａ と 反 対 側 と な る 面 に は 、 複 数 の リ ブ ７ ５ ～ ７ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ
れ ら リ ブ の う ち 、 リ ブ ７ ５ と リ ブ ７ ６ と の 隙 間 Ｄ １ 、 及 び リ ブ ７ ７ と リ ブ ７ ８ と の 隙 間 Ｄ
２ は 、 遊 技 球 ８ ３ の 直 径 Ｒ よ り も 広 い 幅 を 有 し て い る 。 な お 、 交 換 部 ５ ２ を 基 部 ５ １ に 組
み 付 け る と 、 こ れ ら リ ブ ７ ５ ～ ７ ８ が 基 部 ５ １ の 前 面 ５ １ ａ と 当 接 し 、 球 通 路 ７ ９ ， ８ ０
が 形 成 さ れ る 。 な お 、 ブ ラ ケ ッ ト の 形 状 は 、 遊 技 性 や デ ザ イ ン に 合 わ せ て 変 更 さ れ る 装 飾
部 材 や 、 開 口 の 形 状 に 応 じ て 変 更 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 遊 技 盤 １ ５ に 、 セ ン タ ー 役 物 ２ ５ 、 始 動 入 賞
口 ２ ６ 、 ア タ ッ カ ３ １ 等 の 他 に 、 装 飾 部 材 ３ ５ ， ３ ６ を 組 み 付 け る 。 ま た 、 支 持 部 材 ５ ０
の 基 部 ５ １ と な る 部 分 に 、 複 数 あ る 交 換 部 の う ち 、 遊 技 盤 １ ５ の 開 口 １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ に 合
致 す る 交 換 部 ５ ２ ， ５ ３ を 組 み 付 け る 。 交 換 部 ５ ２ ， ５ ３ の 後 面 側 に 設 け ら れ た リ ブ ７ ５
～ ７ ８ （ 図 １ ０ 中 は リ ブ ７ ６ を 示 す ） が 基 部 ５ １ の 前 面 ５ １ ａ と 当 接 し 、 リ ブ ７ ５ と リ ブ
７ ６ と 間 の 隙 間 、 及 び リ ブ ７ ７ と リ ブ ７ ８ と 間 の 隙 間 が そ れ ぞ れ 球 通 路 ７ ９ ， ８ ０ と な る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の よ う に し て 組 み 付 け ら れ た 支 持 部 材 ５ ０ を 遊 技 盤 １ ５ に 着 脱 自 在 に 組 み 付 け る 。 こ の
際 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ ５ ， ６ ９ は 、 遊 技 盤 １ ５ の 開 口 １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ に 挿 入 さ れ た 後 に 、 装 飾
部 材 ３ ５ ， ３ ６ の 拡 散 面 ４ ７ の 外 周 を 囲 う リ ブ ４ ８ と 当 接 す る 。 そ の 後 、 支 持 部 材 ５ ０ に
、 主 制 御 回 路 基 板 （ 装 置 ） ６ ０ 、 音 声 制 御 回 路 基 板 （ 装 置 ） ６ １ 、 ラ ン プ 制 御 回 路 基 板 （
装 置 ） ６ ２ 及 び 図 柄 表 示 装 置 ６ ３ を 着 脱 自 在 に 組 み 付 け る 。 こ れ に よ り 、 遊 技 盤 ユ ニ ッ ト
２ ０ が 完 成 す る 。 こ の よ う に 、 支 持 部 材 ５ ０ を 機 種 に よ っ て 異 な る 遊 技 盤 １ ５ の 構 成 に 関
係 な い 基 部 ５ １ と 、 機 種 に よ っ て 異 な る 遊 技 盤 １ ５ の 構 成 に よ っ て 変 更 さ れ る 交 換 部 ５ ２
， ５ ３ と か ら 構 成 し 組 合 せ 自 在 と す る こ と で 、 共 通 部 品 の 点 数 を 増 や す こ と が 可 能 と な る
。 ま た 、 Ｌ Ｅ Ｄ 回 路 装 置 ６ ６ ， ７ ０ を 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ ５ ， ６ ９ と と も に 基 部 ５ １ に 電 気 的
接 続 可 能 に 組 み 付 け た 後 に 遊 技 盤 １ ５ に 組 み 付 け る た め 、 製 造 時 の 作 業 工 数 を 削 減 で き 、
作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う な 遊 技 盤 ユ ニ ッ ト ２ ０ が 組 み 付 け ら れ た パ チ ン コ 機 ２ で 遊 技 を 行 う 場 合 に は 、 操
作 ハ ン ド ル １ ０ を 操 作 し て 遊 技 球 ８ ３ の 打 ち 出 し を 行 う 。 打 ち 出 さ れ た 遊 技 球 ８ ３ は 、 案
内 レ ー ル ３ ２ に 案 内 さ れ て 遊 技 領 域 １ ５ ａ の 上 方 か ら 流 下 し 、 始 動 入 賞 口 ２ ６ 、 通 常 入 賞
口 ２ ７ ～ ３ ０ 、 若 し く は ア タ ッ カ ３ １ に 入 賞 す る か 、 ア ウ ト 口 ３ ３ に て 回 収 さ れ る 。 そ し
て 、 始 動 入 賞 口 ２ ６ 、 通 常 入 賞 口 ２ ７ ～ ３ ０ 、 若 し く は ア タ ッ カ ３ １ に 入 賞 し た 場 合 に は
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、 賞 球 と な る 遊 技 球 ８ ３ が 供 給 皿 ９ に 払 い 出 さ れ る 。 な お 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 例 え ば
通 常 入 賞 口 ２ ７ に 入 賞 し た 遊 技 球 ８ ３ は 、 受 け 部 ４ ３ に よ っ て 球 通 路 ７ ９ に 向 け て 流 動 し
、 球 通 路 ７ ９ 内 を 流 下 す る 。 こ れ に よ り 、 遊 技 球 ８ ３ が パ チ ン コ 機 ２ の 内 部 に あ る 所 定 の
受 け 部 へ と 回 収 さ れ る べ く 誘 導 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
遊 技 を 行 っ て い る 際 に 、 例 え ば 始 動 入 賞 口 へ 入 賞 し た 場 合 に 主 制 御 回 路 装 置 ６ ０ に て 処 理
さ れ る 、 遊 技 者 に と っ て 有 利 な 「 大 当 た り 」 状 態 へ の 移 行 抽 選 で 当 選 し 、 図 柄 表 示 装 置 ６
３ よ る 図 柄 停 止 態 様 に よ っ て 、 そ の 当 選 が 報 知 さ れ る 。 こ の 時 、 演 出 効 果 を 高 め る べ く ラ
ン プ 制 御 回 路 基 板 ６ ２ が 作 動 し 、 Ｌ Ｅ Ｄ 回 路 装 置 ６ ６ の Ｌ Ｅ Ｄ ６ ７ が そ れ ぞ れ 発 光 す る 。
Ｌ Ｅ Ｄ ６ ７ か ら の 照 射 光 は 、 装 飾 部 材 ３ ５ の 装 飾 部 ４ ２ の 後 面 に 設 け ら れ た 拡 散 面 ４ ７ で
拡 散 さ れ な が ら 前 面 へ と 透 光 さ れ る 。 ま た 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ ５ の リ ブ ６ ５ ｃ 、 又 は 回 路 基 板
６ ８ の 表 面 に 向 け て 照 射 さ れ た 光 は 、 リ ブ ６ ５ ｃ の 側 壁 に 設 け ら れ た 反 射 面 、 又 は 回 路 基
板 ６ ８ の 表 面 に 設 け ら れ た 反 射 面 で 反 射 し 、 拡 散 面 ４ ７ に 向 け て 照 射 さ れ る 。 こ の よ う に
、 Ｌ Ｅ Ｄ ６ ７ か ら の 照 射 光 が 直 接 、 又 は 側 壁 面 Ａ ～ Ｃ で 反 射 さ れ た 後 に 照 射 さ れ る こ と に
よ り 、 装 飾 部 ４ ２ が 光 る た め 、 Ｌ Ｅ Ｄ ６ ７ の 光 を 効 率 よ く 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま
た 、 装 飾 部 ４ ２ の 後 面 は 拡 散 面 と な っ て い る こ と か ら 、 装 飾 部 材 ３ ５ の 輝 度 を 高 め る こ と
が で き る 。 な お 、 装 飾 部 材 ３ ６ に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 遊 技 盤 ユ ニ ッ ト を 新 し い 機 種 の 遊 技 盤 ユ ニ ッ ト に 切 り 替 え た 場 合 に は 、 主 制 御 回 路
基 板 ６ ０ 等 の 制 御 装 置 を 支 持 部 材 ５ ０ か ら 取 り 外 し た 後 に 、 支 持 部 材 ５ ０ を 遊 技 盤 １ ５ か
ら 取 り 外 す 。 そ し て 、 支 持 部 材 ５ ０ を 基 部 ５ １ と 交 換 部 ５ ２ ， ５ ３ と に 分 解 し 、 基 部 ５ １
が 再 利 用 で き る も の で あ れ ば 、 遊 技 性 又 は デ ザ イ ン に よ っ て 貫 通 孔 や 構 造 物 等 の 形 状 変 更
が 行 わ れ る 遊 技 盤 の 構 成 に 合 致 し た 新 た な 交 換 部 を 組 み 付 け 、 支 持 部 材 を 完 成 さ せ る 。 そ
し て 、 機 種 に よ っ て 異 な る 盤 面 構 成 を 有 す る 遊 技 盤 に 、 支 持 部 材 を 組 み 付 け る 。 こ れ に よ
り 、 共 通 化 で き る 部 分 と な る 基 部 ５ １ を 再 利 用 す る こ と が で き 、 新 し い 機 種 の 遊 技 盤 ユ ニ
ッ ト を 製 造 す る 時 の 費 用 を 削 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 実 施 形 態 で は 、 装 飾 部 材 に 通 常 入 賞 口 形 成 部 を 一 体 に 設 け た が 、 通 常 入 賞 口 形 成 部 を 一
体 に 設 け な く て も よ い 。 ま た 、 装 飾 部 材 の 形 状 、 通 常 入 賞 口 形 成 部 の 形 状 や 、 配 置 箇 所 は
機 種 に よ っ て 異 な る 盤 面 構 成 に 応 じ て 適 宜 に 設 定 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 実 施 形 態 で は 、 遊 技 盤 ユ ニ ッ ト を 、 遊 技 盤 と 、 こ の 遊 技 盤 に 固 定 さ れ 、 主 制 御 回 路 基 板
等 の 制 御 装 置 が 組 み 付 け ら れ た 複 数 の 部 材 か ら な る 支 持 部 材 か ら 構 成 し た が 、 図 １ １ に 示
す よ う に 、 遊 技 領 域 を 区 画 す る 枠 部 と 、 遊 技 媒 体 を 遊 技 領 域 へ と 案 内 す る 案 内 通 路 が 一 体
に 設 け ら れ た 遊 技 領 域 区 画 枠 （ 部 材 ） ８ ５ と 、 遊 技 盤 ８ ６ と 、 各 制 御 装 置 が 組 み 付 け ら れ
た 支 持 部 材 ８ ７ と を 着 脱 自 在 に 一 体 化 し た 遊 技 盤 ユ ニ ッ ト の 場 合 に も 、 基 部 と 交 換 部 と か
ら な る 支 持 部 材 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 こ の 他 に 、 遊 技 盤 と 支 持 部 材 と を そ れ ぞ れ 個 別 に 、 本 体 基 部 に 組 み 付 け る 、 又 は 保
持 し 得 る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 支 持 部 材 の 交 換 部 に 破 損 等 が あ っ た
場 合 に は 、 遊 技 盤 の み を 取 り 外 し て 作 業 を 行 う こ と が で き る た め 、 メ ン テ ナ ン ス が し や す
く な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 実 施 形 態 で は 、 遊 技 盤 ユ ニ ッ ト を 直 接 、 本 体 基 部 に 組 み 付 け る よ う に し た が 、 こ れ に 限
定 す る 必 要 は な く 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 パ チ ン コ 機 を 、 例 え ば 、 前 面 扉 ９ ０ と 、 遊 技 盤
ユ ニ ッ ト ９ １ と 、 こ れ ら が 着 脱 自 在 に 組 み 付 け ら れ る 保 持 枠 ９ ２ と か ら な る 交 換 ユ ニ ッ ト
９ ３ と 、 遊 技 場 に 据 え 置 か れ る 据 え 置 き ユ ニ ッ ト ９ ４ と か ら 構 成 し 、 遊 技 盤 ユ ニ ッ ト ９ １
を 保 持 枠 ９ ２ を 介 し て 据 え 置 き ユ ニ ッ ト ９ ４ を 構 成 す る 本 体 基 部 ９ ５ に 組 み 付 け る よ う に
し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 弾 球 遊 技 機 に よ れ ば 、 遊 技 媒 体 を 受 け 入 れ る 開 口 を 有 す る 構 造 物
を 取 り 付 け る 貫 通 孔 を 有 す る 遊 技 盤 と 、 制 御 装 置 を 実 装 す る 支 持 部 材 と を 備 え 、 前 記 支 持
部 材 を 、 前 記 制 御 装 置 を 保 持 す る 基 部 と 、 前 記 構 造 物 、 又 は 貫 通 孔 の 少 な く と も い ず れ か
の 位 置 に 応 じ て 設 け ら れ 、 前 記 開 口 に て 受 け 入 れ た 遊 技 媒 体 を 流 動 さ せ る 通 路 を 有 す る 部
材 と 、 照 明 装 置 と を 備 え た 交 換 部 と 、 か ら 構 成 し た か ら 、 遊 技 盤 に 設 け ら れ た 構 造 物 又 は
貫 通 孔 の 配 置 構 成 が 変 わ っ て も 、 支 持 部 材 を 構 成 す る 部 材 の 一 部 を 変 え る の み で 対 応 で き
る の で 、 製 造 時 に か か る 費 用 を 抑 制 す る こ と が で き る と と も に 、 支 持 部 材 を 構 成 す る 部 材
を 必 要 に 応 じ て 共 通 化 及 び リ サ イ ク ル を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 前 記 通 路 を 有 す る 部 材 は 、 前 記 照 明 装 置 に 基 づ く 光 を 反 射 さ せ る 反 射 面 を 備 え て い
る か ら 、 上 記 光 を 効 率 よ く 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 前 記 構 造 物 は 、 前 記 照 明 装
置 に 基 づ く 光 を 前 記 貫 通 孔 を 介 し て 透 光 さ せ る 装 飾 部 を 備 え て い る か ら 、 照 明 装 置 か ら の
光 を 、 構 造 物 に 設 け た 装 飾 部 か ら 効 率 よ く 投 光 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 実 施 し た パ チ ン コ 機 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 体 基 部 と 遊 技 盤 ユ ニ ッ ト と を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 遊 技 盤 と 装 飾 部 材 と の 構 成 を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 装 飾 部 材 の 前 面 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 装 飾 部 材 の 後 面 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 遊 技 盤 と 、 支 持 部 材 と を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 支 持 部 材 を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ブ ラ ケ ッ ト の 前 面 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ブ ラ ケ ッ ト の 背 面 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 通 常 入 賞 口 近 傍 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 遊 技 盤 ユ ニ ッ ト の 構 成 の 一 例 を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 パ チ ン コ 機 の 構 成 の 一 例 を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ 　 パ チ ン コ 機
３ 　 本 体 基 部
１ ５ 　 遊 技 盤
２ ０ 　 遊 技 盤 ユ ニ ッ ト
２ ７ ～ ３ ０ 　 通 常 入 賞 口
３ ５ ， ３ ６ 　 装 飾 部 材
４ ２ 　 装 飾 部
４ ７ 　 拡 散 面
５ ０ 　 支 持 部 材
５ １ 　 基 部
５ ２ ， ５ ３ 　 交 換 部
６ ５ ， ６ ９ 　 ブ ラ ケ ッ ト
６ ６ ， ７ ０ 　 Ｌ Ｅ Ｄ 回 路 装 置
６ ７ ， ７ １ 　 Ｌ Ｅ Ｄ
７ ５ ～ ７ ８ 　 リ ブ
７ ９ ， ８ ０ 　 球 通 路
８ ３ 　 遊 技 球
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(8) JP 2005-34232 A 2005.2.10



【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(9) JP 2005-34232 A 2005.2.10



【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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